



















































































































見せたのは 20 世紀半ばであり、1972 年に開催された国連人間環境会議

































al. 2009:402-403; Halsey 2004; Guattari 1989; Myerson 2001; Milovanovic 1997b; 
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提案することが喫緊の課題となっている（Beck 1986; Arrigo and Young 
1996; Milovanovic 1997a; 2003; Young 1997a; 1997b; 1999; Williams III 1999; 





























状態を克服することを提唱する（Takemura 2010a; 2010b; 2010c）。
　（2）地球温暖化および水に関わる危機・正義・民主主義





















































　2011 年 8 月、森林伐採による環境破壊が著しく、それに伴い生物多様
性が危機にさらされているマダガスカルの現状と問題点について調査研
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　欧州環境機関（European Environment Agency）が 2013 年にまとめたレポー
ト『早期警告からの最新の学習：科学、事前警告、革新』（Late lessons 

































と経済活動の統制に参加できるようになる（European Environment Agency 
2013: 7-8）。










































































する（European Environment Agency 2013: 11）。
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補助金・基盤研究（c）（2）、2001 ～ 2003 年度、研究代表者：竹
村典良）として（竹村 2004a; Takemura 2004b）、「国境を超える
組織犯罪」は「国境を超える組織犯罪の現状及び諸問題に関す
るドイツ（ＥＵ）と日本の比較研究 / Die vergleichende Forschung 
über die gegenwärtige Situation und ihre Probleme von transnationale 
organisierte Kriminalität zwischen BRD （EU） und Japan」（ドイツ学術
交流基金（ＤＡＡＤ）研究滞在助成金・2002 年 9 ～ 11 月 / DAAD
（Deutscher Akademischer Austauschdienst）-Stipendienprogramm, 
Stipendienaufenthalt ausländischer Wissenschaftler an dem Institut 
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